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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策を背景に、輸出の回復や個人消費の持ち直しに

より景気回復の兆しがみられました。また、一部商品について消費税の駆け込み需要などもあり、国内景気は回復基

調で推移しております。

 このような経済状況のもとで、当社グループの主要事業であるインターネットマーケティングサービス分野では、

スマートフォンやタブレット端末等の普及や、高速データ通信環境の整備により、消費者がインターネット及びスマ

ートフォンのアプリを利用する時間がますます広がりを見せており、企業によるインターネット及びアプリを活用し

たマーケティングへの取り組みは今後さらに拡大していくものと予測されます。

 当第１四半期連結累計期間は、スマートフォンへの対応を継続して強化し、当社グループサービスの利用企業拡大

やパートナーサイトとの関係強化を図ってまいりました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、7,311,165千円（前年同期比158.1％）となりました。また、営

業利益は、1,284,692千円（前年同期比165.6％）、経常利益は、1,299,725千円（前年同期比164.2％）となり、四半

期純利益は801,057千円（前年同期比166.0％）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

① パソコン向けアフィリエイト広告サービス

   主力サービスでありますアフィリエイト広告サービスのうちパソコン向けアフィリエイト広告サービス「エー

ハチネット」を提供しております。当第１四半期連結累計期間においては、広告主の広告出稿需要と広告掲載可

能なパートナーサイトのマッチングを継続的に提案し、費用対効果を高めるコンサルティング活動を行いまし

た。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,145,808千円（前年同期比135.1％）、全社費用控除前の

営業利益は799,019千円（前年同期比128.1％）となりました。

② モバイル向けアフィリエイト広告サービス

   主力サービスでありますアフィリエイト広告サービスのうちモバイル向けアフィリエイト広告サービス「モバ

ハチネット」及びスマートフォン向け広告サービス「ネンド」等を提供しております。当第１四半期連結累計期

間においては、スマートフォン向けアプリの広告プロモーションが継続して増加したことにより、ネンドの売上

が順調に推移しました。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,987,638千円（前年同期比

195.2％）、全社費用控除前の営業利益は727,808千円（前年同期比201.8％）となりました。

③ 自社媒体事業

   広告収入を収益モデルとした自社媒体の運営を行っております。当第１四半期連結累計期間においては、原価

率が引き続き高止まりして推移しました。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は106,037千円（前年

同期比79.9％）、全社費用控除前の営業損失は190千円（前年同期の営業損失は15,513千円）となりました。

④ その他

   他社媒体広告販売等を展開しております。当第１四半期連結累計期間の売上高は71,681千円（前年同期比

59.6％）、全社費用控除前の営業利益は10,162千円（前年同期比94.4％）となりました。

○ 報告セグメント別の売上高の内訳

セグメントの名称
平成25年12月期第１四半期 平成26年12月期第１四半期 平成25年12月期

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

パソコン向け 

アフィリエイト広告サービス 
2,328,402 50.3 3,145,808 43.0 10,806,735 47.6

モバイル向け 

アフィリエイト広告サービス 2,042,752  44.2 3,987,638 54.5 10,936,761 48.1

自社媒体事業  132,676  2.9 106,037 1.5 495,694 2.2

その他 120,350  2.6 71,681 1.0 482,054 2.1

総売上高  4,624,182 100.0 7,311,165 100.0 22,721,246 100.0
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 なお、主力サービスであるアフィリエイト広告サービスにおける当第１四半期末の利用広告主数（稼働広告主ID

数）、参加メディア数（登録パートナーサイト数）は、下記のとおりであります。

サービス 区分
平成26年12月期 

第１四半期
平成25年12月期

パソコン向け 
アフィリエイト広告サービス 
「エーハチネット」

稼働広告主ID数 2,502 2,469

登録パートナーサイト数 1,621,513 1,559,613

モバイル向け 
アフィリエイト広告サービス 
「モバハチネット」及び「ネンド」

稼働広告主ID数 1,479 1,441

登録パートナーサイト数 383,196 345,988

当社 
アフィリエイト広告サービス 
合計

稼働広告主ID数 3,981 3,910

登録パートナーサイト数 2,004,709 1,905,601

 

（２）財政状態に関する説明

（総資産）

 当社グループの当第１四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ153,857千円増加し、

13,814,376千円となりました。主な増加要因としましては、投資有価証券が2,119,254千円（前連結会計年度末は

2,321,658千円）と202,404千円減少した一方、売掛金が3,613,819千円（前連結会計年度末は3,278,350千円）と

335,468千円増加したことによるものであります。

（負債）

 当社グループの当第１四半期連結会計期間末における負債は前連結会計年度末に比べ156,078千円減少し、

4,838,464千円となりました。主な減少要因としましては、買掛金が3,371,334千円（前連結会計年度末は

2,965,192千円）と406,141千円増加した一方、未払法人税等が422,830千円（前連結会計年度末は1,147,651千円）

と724,820千円減少したことによるものであります。

（純資産）

  当社グループの当第１四半期連結会計期間末における純資産は前連結会計年度末に比べ309,936千円増加し、

8,975,912千円となりました。主な増加要因としましては、配当金の支払いにより535,045千円減少した一方、四半

期純利益を801,057千円計上したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年２月７日に公表しました業績予想から修正は行っておりません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,620,946 5,607,407 

売掛金 3,278,350 3,613,819 

有価証券 1,495,722 1,496,792 

その他 235,357 249,848 

貸倒引当金 △20,223 △24,985 

流動資産合計 10,610,153 10,942,883 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 108,144 108,814 

減価償却累計額 △24,905 △27,670 

建物及び構築物（純額） 83,238 81,144 

工具、器具及び備品 212,553 226,108 

減価償却累計額 △142,188 △149,920 

工具、器具及び備品（純額） 70,365 76,188 

リース資産 7,891 7,891 

減価償却累計額 △7,891 △7,891 

リース資産（純額） － － 

有形固定資産合計 153,603 157,333 

無形固定資産    

のれん 32,295 29,499 

その他 102,751 130,580 

無形固定資産合計 135,046 160,079 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,321,658 2,119,254 

その他 465,712 438,714 

貸倒引当金 △25,656 △3,888 

投資その他の資産合計 2,761,714 2,554,080 

固定資産合計 3,050,365 2,871,493 

資産合計 13,660,518 13,814,376 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,965,192 3,371,334 

未払法人税等 1,147,651 422,830 

賞与引当金 109,185 52,532 

ポイント引当金 154,637 150,723 

その他 470,534 688,802 

流動負債合計 4,847,201 4,686,223 

固定負債    

長期預り保証金 147,341 152,241 

固定負債合計 147,341 152,241 

負債合計 4,994,543 4,838,464 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,045,385 1,065,628 

資本剰余金 1,297,335 170,328 

利益剰余金 7,758,443 7,653,397 

自己株式 △1,514,658 － 

株主資本合計 8,586,504 8,889,353 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 623 645 

その他の包括利益累計額合計 623 645 

新株予約権 74,258 75,033 

少数株主持分 4,588 10,879 

純資産合計 8,665,975 8,975,912 

負債純資産合計 13,660,518 13,814,376 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 4,624,182 7,311,165 

売上原価 3,100,115 5,002,440 

売上総利益 1,524,066 2,308,725 

販売費及び一般管理費 748,492 1,024,033 

営業利益 775,574 1,284,692 

営業外収益    

受取利息 13,638 12,054 

受取配当金 522 503 

有価証券売却益 1,934 649 

デリバティブ評価益 － 7,501 

為替差益 64 － 

その他 59 3,323 

営業外収益合計 16,219 24,031 

営業外費用    

株式交付費 34 106 

為替差損 － 8,460 

その他 30 433 

営業外費用合計 64 8,999 

経常利益 791,729 1,299,725 

特別利益    

新株予約権戻入益 3,912 388 

特別利益合計 3,912 388 

税金等調整前四半期純利益 795,641 1,300,113 

法人税、住民税及び事業税 264,244 421,696 

法人税等調整額 48,406 76,689 

法人税等合計 312,650 498,386 

少数株主損益調整前四半期純利益 482,991 801,726 

少数株主利益 424 669 

四半期純利益 482,566 801,057 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 482,991 801,726 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 16,078 22 

持分変動差額 - △3,101 

その他の包括利益合計 16,078 △3,079 

四半期包括利益 499,069 798,646 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 498,644 797,977 

少数株主に係る四半期包括利益 424 669 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

   自己株式の消却 

 当社は、平成26年２月14日開催の取締役会決議に基づき、平成26年３月31日付で自己株式5,695,646株の消却を実

施いたしました。この結果、当第１四半期連結累計期間において自己株式が1,514,658千円、資本剰余金が1,147,250

千円及び利益剰余金が367,408千円減少いたしました。これにより当第１四半期連結会計期間末において自己株式が

０円、資本剰余金が170,328千円、利益剰余金が7,653,397千円となっております。 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成25年１月１日 至平成25年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 

パソコン向
けアフィリ
エイト広告
サービス 

モバイル
向けアフ
ィリエイ
ト広告サ
ービス 

自社媒体
事業 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
2,328,402 2,042,752 132,676 4,503,831 120,350 4,624,182 － 4,624,182 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

11,534 3,462 13,620 28,617 658 29,276 △29,276 － 

計 2,339,937 2,046,215 146,296 4,532,449 121,009 4,653,458 △29,276 4,624,182 

セグメント利益

又はセグメント

損失（△） 

623,936 360,738 △15,513 969,161 10,761 979,922 △204,348 775,574 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、他社媒体広告販売

等を含んでおります。

   ２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全

社費用であります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

   ３．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っ

ております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成26年１月１日 至平成26年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 

パソコン向
けアフィリ
エイト広告
サービス 

モバイル
向けアフ
ィリエイ
ト広告サ
ービス 

自社媒体
事業 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
3,145,808 3,987,638 106,037 7,239,484 71,681 7,311,165 － 7,311,165 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

2,360 4,407 6,135 12,903 － 12,903 △12,903 － 

計 3,148,168 3,992,046 112,172 7,252,387 71,681 7,324,069 △12,903 7,311,165 

セグメント利益

又はセグメント

損失（△） 

799,019 727,808 △190 1,526,637 10,162 1,536,799 △252,107 1,284,692 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、他社媒体広告販売

等を含んでおります。

   ２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全

社費用であります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

   ３．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っ

ております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 該当事項はありません。
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